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資料４  

平成２２年３月４日 

 

府中市高齢者保健福祉計画・第５期介護保険事業計画アンケート項目（案） 
 

 アンケート項目作成の趣旨 

次期計画作成のための基礎資料という位置づけのみならず、前回の計画作成のた

めのアンケートと、作成した計画を踏まえ「府中市の高齢者福祉に関する課題」並

びに「重点施策」の検証補助として作成しました。 

 

介護予防事業を実施した成果を問う質問 

 

府中市福祉計画（高齢者一般）調査 問４について 

 

・問４ 介護予防についての認知度、考え方は次のうちどれですか。 

 

１．介護予防について何も知らない。 

２．「介護予防」という言葉は知っているが、何をするか知らず、興味もない。 

３．現在、介護予防に取り組んでいないが、興味はあり、近い将来何かに取り組も

うと思っている。 

４．現在、介護予防に取り組んでいる。 

 

・府中市福祉計画（高齢者一般）調査、問３、問４の利用状況等を受けて、介護予

防に取り組んだ結果、具体的な成果（意識向上を含む）がありましたか。（複数回

答可） 

 

１．通院回数が減った。  

２．薬を飲む回数が減った。 

３．自分の健康管理に役立ち、歩行回数の増加等、体力面向上の効果がでた。 

４．気持ちが前向きになり生活にはりがでた。  

５．他の人と交流でき、外出回数が増えた。 

６．介護予防に自ら積極的に取り組むようになった。 

７．具体的に成果がなかった。 

８．その他（        ） 

 

・介護予防に今後望まれるものは何ですか。（複数回答可） 

 

１．市による介護予防事業の啓発活動を含む継続的な実施。 

２．市の介護予防事業の参加基準を、誰でも気軽に（例えば、子供等も高齢者とい

っしょに参加できるよう）参加しやすいものにする。 

３．高齢者の自主グループ設立等による市民による自主的な運動。 

４．地域での住民間の見守り。 

５．介護予防は目に見える効果がはっきりしないので必要ない。 

６．その他介護予防に望むもの。（          ） 
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災害時要援護者支援事業に関する質問 

 

府中市福祉計画（高齢者一般）調査の問１４を受けて 

（介護保険居宅サービス利用者）は問２４ 

（介護保険サービス未利用者）は問１９ 

 

・市では、平成２２年１月より災害時要援護者事業を開始いたしましたが、ご存知

でしたか。 

 

１．事業の内容を含め知っている。 

２．事業名称のみ知っている。 

３．知らない。 

４．分からない。 

５．その他 

 

・今後、お住まいの地域に災害時に支援が必要な方がいらしたときに支援者として

協力してみたいと思いますか。 

 

１．すでに協力している。 

２．出来る範囲で、協力してみたいと思う。 

３．自治会等に加入していないので、どのように協力すればよいのかわからない。 

４．市が主導して事業を進めるのであれば検討してみたい。 

５．わからない。 

 

認知症総合対策に関する質問 

 

府中市福祉計画（高齢者一般）調査について 

 

・市では、認知症予防の意識を高め、いつまでも住み慣れた地域で安心して暮らし

ていただくために、様々な啓発事業を実施しています。以下のような事業の利用

状況についておたずねします。 

 

 ①「ささえ隊養成講座」 

１．参加したことがある。 

２．現在、参加している。 

３．知っているが参加したことが無い。 

４．知らない。 

５．参加したくない。 

 

②認知症に関する講演会やシンポジウム 

１．参加したことがある。 

２．現在、参加している。 

３．知っているが参加したことが無い。 

４．知らない。 
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５．参加したくない。 

 

 

・認知症になっても、住み慣れた地域でいつまでも生活を送れる仕組みづくりに必

要と思われるものは何ですか。（複数回答可） 

 

１．市による啓発事業。 

２．認知症相談窓口、相談体制の周知、整備。 

３．地域による見守り支援体制の充実。 

４．認知症対応型通所介護サービス（認知症高齢者が施設に通い日常生活上の世

話や機能訓練などのサービスを受ける）の整備 

５．グループホーム（認知症高齢者が共同生活する住居）の整備 

６．その他（          ） 

 

高齢者を支える仕組み作りの推進について 

 

府中市福祉計画（高齢者一般）調査 

（介護保険居宅サービス利用者）調査 

（介護保険サービス未利用者）調査 

 

・高齢化率の上昇は当面は避けられず、ご近所付き合い等による地域の支えあいが

不可欠と考えられますが、（高齢者のみならず）お住まいの方が、この地域（町）

に住んでよかったと思えるようにするため、高齢者を支える仕組みのあるべき姿

はどれがいいとお考えですか。（複数回答可） 

 

１．市、地域の支援センター、医療機関等が、その地域に住む方と連携して支援

体制を充実させる。 

２．自治会・民生委員、ご近所に住む方、商業施設等が中心となり、高齢者のさ

りげない見守りやささえ合い活動をおこない、必要により、市、地域の支援

センター、医療機関等と連携をとる。  

 ３．市が、その地域に住む方と連携して支援体制を充実させる。 

 ４．地域の支援センターを核として、その地域に住む方と連携して支援体制を充

実させる。 

 ５．その他（            ） 

 

高齢者の生きがいづくりについて 

 

府中市福祉計画（高齢者一般）調査 

 

・次に掲げる６項目それぞれについて、「①現在、行っている②行ってみたい③あま

り興味がない」の中からお答えください。 

 

１．就労 

２．ボランティア・ＮＰＯ活動 

３．地域活動や友人、知人との交流 
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４．旅行、趣味、スポーツ、教養を高めるための学習 

５．テレビ、インターネットを見る 

６．その他（            ） 


